
○前回委員会でのキーワード

○プランの改定にあたって重点的に検討する内容（案）

取組の方向 期待効果 ビジョンの帰着点

産業振興アクションプラン改定における重点テーマについて

産業に関わる
　　　人材の育成

連携の促進・活用

・開業率の向上
　（若者、女性など）
・新たなビジネスの創出
　（ソーシャルビジネスや
　　コミュニティビジネスなど）
・企業の成長促進

・産学連携の推進
　　新事業、新製品等の開発
　　マーケティング、ＰＲ
・事業者間交流の促進
　　新たな協力関係や取引の発生
・新たな販路開拓

・起業の意志、アイデアを持つ人材を発掘、育成し、
　事業化への支援を行う。
　（多様な段階、業種に対応できるサポート）
・経営者や社員のスキルアップをめざす、市内企業の
　人材育成を支援する。

・産業に関わる様々な交流や連携を促進し、事業活動
　の発展につなげる。
　　　（例）同業種／異業種の事業者
　　　　　　市内／市外の事業者
　　　　　　大学等研究機関
　　　　　　産業支援機関
　　　　　　市民

・起業の促進と
　　　　　成長支援
・人材の確保と育成

・連携の推進
・支援機能の充実

資料１ 

  「連携」 「変革」 「茨木らしさ」 「女性」 
  「大学の活用」 「販路拡大」 「人材育成」 


